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謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます． 

公益社団法人 日本理学療法士協会 東北ブロック協議会では，論文誌を広く情報発信するため，東北理学

療法学の電子ジャーナル化を目指して作業を進めてまいりました．この度,第27号より，7 月31日から独立

行政法人科学技術振興機構（JST）が運営するオンラインジャーナルシステムJ-STAGE上において公開を開始

いたします（https://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja/）．このシステムを会員の皆様にご利用い

ただけるようになりますのでお知らせいたします． 

このシステムJ-STAGE についてはご存知の方もおられると思いますが，1,749誌以上の国内学術誌が登録

された大規模な文献検索閲覧サービスです．また国内外の電子ジャーナル主要サイトと相互リンクしてお

り，東北理学療法学が国内外からも閲覧され，引用される機会はこれまで以上に増大します．会員の皆様に

は，これを機にぜひとも第27号をご覧いただき，東北ブロックの学際的発展と論文投稿につなげていただけ

ることを期待いたします． 

J-STAGEでは，制限なしで公開している学術誌もありますが，当協議会のジャーナルにつきましては，会員

公開までとしております．したがって，論文の本文を閲覧していただくためには購読者番号（ID） とパス

ワード（PW）が必要になります．第27号を閲覧するまでの方法は、日本理学療法士協会ホームページの会員

向けマイページからログインし，お知らせ欄の「東北理学療法学第27号発刊ならびに電子ジャーナル化につ

いてのご案内」のPDFを参照してください． （マイページからお知らせまでの閲覧方法は別紙にてご提示い

たします） 

当協議会では，これからも学術的貢献と会員サービスの一層の充実と向上に努めてまいりますので，今後

とも会員の皆様のご理解とご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます．  
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東北理学療法学第 27 号を閲覧するまでの手続き方法 

  

 

     インターネット環境より日本理学療法士協会ホームページにアクセス 

                  ↓ 

              マイページにログイン 

                  ↓ 

             マイページのお知らせ 

「東北理学療法学第 27 号発刊ならびに電子ジャーナル化についてのご案内」 

               を確認（クリック） 

↓  

             購読者番号 ID とパスワード（PW） を確認 

                  ↓ 

東北理学療法学第 27 号 URL：https://www.jstage.jst.go.jp/browse/artsjpta/-char/ja/ 

 J-STAGE トップページ URL：https://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja/  → アクセス後論文を検索 

                上記どちらかにアクセス 

                 ↓ 

論文をクリックし、購読者番号 ID とパスワード（PW）を入力 

            ↓ 

閲覧 

 

 

 

 

 

下記にマイページへのログイン方法を提示いたします。 

１．「東北理学療法学第 27 号発刊ならびに電子ジャーナル化についてのご案内」の閲覧方法 

① 日本理学療法士協会ホームページ＞マイページを右クリック 

 



 

 

 

 

②ログイン ID とログインパスワードを入力してください 

       ※注意：この ID と PW は、PT 協会会員のもので

論文をみる ID と PW ではありません 

③入力後，ログインを右クリック 

④この画面を下にスクロール 

⑤「〇お知らせ」に東北理学療法学第 27 号発刊ならびに電子ジャーナル化についてのご案内が掲載されます 


